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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月8日(2014.8.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｍｇ、Ｔｉ、ハロゲン元素、及び３～６個の炭素原子を有する環状エーテルに属する電
子供与体化合物（ＩＤ）を含むオレフィン重合用の固体触媒成分であって、
　モル比Ｍｇ／Ｔｉが５より大きく、モル比Ｍｇ／ＩＤが３より小さく、
　Ｘ線回折スペクトルにおける回折角２θが５°～２０°の範囲において、３個以上のメ
イン回折ピークが回折角２θ＝７．２±０．２°、１１．５±０．２°、及び１４．５±
０．２°に存在し、
　上記２θ＝７．２±０．２°におけるピークが、最も強い強度のピークであり、
　１１．５±０．２°におけるピークが、上記最も強い強度のピークに対して０．９倍未
満の強度であることを特徴とする固体触媒成分。
【請求項２】
　ＩＤ化合物が、テトラヒドロフランである請求項１に記載の固体触媒成分。
【請求項３】
　モル比Ｍｇ／ＩＤが、２．９未満である請求項１に記載の固体触媒成分
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の固体触媒成分を製造する方法であって、
　（ａ）二塩化マグネシウムに担持されるチタン化合物を含有する中間生成物を製造する
ために、チタンテトラハロゲン又は式ＴｉＸｎ（ＯＲ１）４－ｎ（ただし、ｎは０≦ｎ≦
３であり、Ｘはハロゲン元素であり、Ｒ１はＣ１－Ｃ１０の炭化水素基である）のチタン
化合物をＭｇＸ２（Ｒ”ＯＨ）ｍ付加物（ただし、Ｒ”はＣ１－Ｃ２０の炭化水素基であ
り、Ｘはハロゲン元素である）に接触させる工程、
　（ｂ）３～６個の炭素原子を有する環状エーテルから選択される内部供与体化合物（Ｉ
Ｄ）を、得られる固体のモル比Ｍｇ／ＩＤが３より小さいという条件下において工程（ａ
）より得られた中間生成物に接触させる工程、
　及び（ｃ）工程（ｂ）で得られた固体触媒成分を、７０～１５０℃の温度範囲で熱処理
する工程、
　を含むことを特徴とする製造方法。
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【請求項５】
　Ａ　請求項１～３の何れか１項に記載の固体触媒成分、
　Ｂ　一以上のアルキルアルミニウム化合物、及び
　Ｃ　任意に、外部電子供与体化合物、
　を接触させて得られる生成物を含むオレフィン重合用触媒。
【請求項６】
　活性増強剤としてハロゲン化化合物（Ｄ）を更に含む請求項５に記載の触媒。
【請求項７】
　オレフィンＣＨ２＝ＣＨＲの（共）重合方法であって、
　Ｒが、水素又は１～１２個の炭素原子を有する炭化水素基であり、
　請求項５又は６に記載の触媒の存在下で行う重合方法。
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